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編
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後
記

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす

6月に入り、水田の色も稲の成長とともに緑の濃さを増して
きました。これからこの稲が順調に成長し、秋の刈り取りが終
わるころには、京丹波町は合併10周年の節目を迎えます。
さらに、それに先立つ7月には、京都縦貫自動車道の全線開
通と道の駅「京丹波 味夢の里」のオープン、8月にかけては、グ
リーンランドみずほをメーン会場とした全国高校総体ホッ
ケー競技も開催されます。
平成27年は、京丹波町がめまぐるしく動く一年となります。
いまさらですが、きっちり記録していかなければいけないと、
シカの足跡がついた田んぼを回りながら考えています。（Ｔ）

【おわびと訂正】
広報京丹波第114号の11ページ「片山泰敏」さんは「片山靖敏」

さんの誤りでした。おわびして訂正します。

京丹波広
報

人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち 丹波高原文化の郷●京丹波
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ー

今回の
料    理

季節の食材を使った
お手軽料理レシピ
季節の食材を使った
お手軽料理レシピ
このコーナーでは、「わたしたちの健康はわたしたちの手で」をスローガンに掲
げ、食生活を通した健康づくりに取り組んでいる食生活改善推進員協議会の皆さ
んに、季節の食材を使って簡単に調理できる料理を紹介していただきます。
今回は、新じゃがいもをごまの香り豊かに仕上げた煮物です。隠し味に白みそを
使いました。冷めてもおいしい減塩料理をお楽しみください。

「新じゃがいも
のごまみそ煮」

第25回

◆新じゃがいも・・・４個（約500g）
◆鶏ひき肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g
◆板こんにゃく・・・・・1/2枚（125g）
◆ニンジン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g
◆新たまねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200g
◆さやいんげん・・・・・・・・・・・・・・・・・・60g
◆ごま油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
◆白すりごま・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ5

■調味料
◆白みそ・・・・・・・・・大さじ1
◆塩・・・・・・・・・・・・小さじ1/2
◆しょうゆ・・・・・・・・小さじ1
◆本みりん・・・・・・大さじ3
◆だし汁
・・・・・・・・・・2カップ（400cc）

①フライパンにごま油を入れ、鶏ひき肉をほぐしながら炒める。
②じゃがいもとニンジンは皮をむいて乱切りにし、玉ねぎは皮
をむいて半月切りにする。こんにゃくは塩もみをして下ゆでを
し、一口大にちぎる。
③さやいんげんは熱湯で軽く茹で、3㎝の長さに切る。
④鍋に調味料を入れ、①②を加えて火にかけ中火で煮る。
⑤野菜に竹串が通り、煮汁がほぼ無くなれば③とすりごまを加
えて軽く混ぜる。

⑥器に盛り付け、上から再度すりごまをかける。

■栄養価（1人分）

■作り方

エネルギー

290kcal

たんぱく質

10.6g

脂質

11.5g

カルシウム

183mg

食物繊維

5.6g

塩分

1.3g

●１日に必要な野菜の量は300～350ｇ。
このメニューでは約90ｇの野菜が取れます。

【材料（４人分）】

POINT！

今年度から新たに京丹波
町食生活改善推進員協議
会役員になられた皆さんで
す。これから2年間、レシピ
作りに協力いただきます。

お世話になります

〈次回は9月号に掲載する予定です〉

道の駅「京丹波 味夢の里」オープンへ特集

●煮る前に鶏ひき肉を炒めることで、
　全体の味を含みやすくなります。
●すりゴマをたくさん使うことでコクが
　感じられ、塩分控えめでもおいしいです。

あじ   む
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 2 ［特集］道の駅「京丹波 味夢の里」
 オープンへ
 6 共に支えあう社会へ
   京丹波町高齢者福祉計画及び
   第6期介護保険事業計画
 8 行政information
      社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）
  が始まります

10 Dr’s Message いきいき健康術
11 あそぶ！ みる！ たべる！ まなぶ！
   森のぶるぶ　
12                              KYOTAMBA TOWN NEWS 2015

おめでとうございます
―京都府指定無形文化財保持者認定

新しいフィールドで熱戦
―ホッケーフェスティバル

ご寄付ありがとうございます
―ふるさと納税者に感謝状

アトラクションを満喫
―ちびっこまつり

夜でもプレー可能に
―グリーンランドみずほグラウンド・ゴルフ場にナイター設備

自転車事故防止へ
－自転車交通安全教室

五穀豊穣を願い
―京都祇園八坂神社御田祭

3年連続受賞
―全国広報コンクール

健康術を学ぶ
―高齢者・障がい者生涯学習講座

手植えで描く自然の芸術
―あっぱれたんぼ田植えイベント

16 【シリーズ】季節の食材を使ったお手軽料理レシピ 
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グリーンランドみずほホッケー場で行われたホッケーフェスティ
バル。子どもから大人までが、人工芝の張替えが完了した新しい
フィールドではつらつとプレーし、交流を深めました。 

今月の表紙

オープンを待つ味夢の里（京丹波パーキング側・曽根）

時間の流れにゆっくりと寄り添う安らぎのお食事スペース

木のぬくもりに満ちた情報発信拠点

京丹波町のおいしさの魅力に心がときめく大市場

すべての人を歓迎するふるさとの新しい玄関口

温
か
み
と
こ
だ
わ
り
で

も
て
な
す
京
都
丹
波

ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
基
地

　

道
の
駅「
京
丹
波　

味
夢
の
里
」（
以
下

「
味
夢
の
里
」）は
、曽
根
地
内
の
塩
谷
古

墳
公
園
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
り
、現

在
、七
月
十
八
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
京
都
府
の
背
骨
」と
も
言
う
べ
き
京

都
縦
貫
自
動
車
道
の
開
通
は
、通
行
す

る
人
の
利
便
性
の
向
上
、町
内
の
国
道

な
ど
の
渋
滞
緩
和
な
ど
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
る
一
方
、「
通
過
の
ま
ち
」と

京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開

通
が
、平
成
二
十
七
年
七
月
十
八

日
に
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
に
合
わ

せ
て
、京
丹
波
町
内
四
つ
目
の
道
の

駅「
京
丹
波
味あ

じ

夢む

の
里
」の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
も
同
日
に
決
定
し
ま

し
た
。

町
の
新
た
な「
玄
関
口
」と
な
る

道
の
駅
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

ウエルカミングゲート

京丹波マルシェ

京丹波ステーション

レストラン

特集

道の駅「京丹波 味夢の里」 オープンへ
な
る
懸
念
も
も
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、縦
貫
自
動
車
道
を
通
行

す
る
人
に
京
丹
波
町
の
情
報
を
発
信

し
、町
内
を
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
京
丹

波
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
隣
接
す
る
地

域
振
興
拠
点
施
設
と
し
て
、道
の
駅
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

町
の
新
た
な
玄
関
口「
味
夢
の
里
」

は
、次
の
三
つ
の
拠
点
と
し
て
町
の
魅
力

を
最
大
限
に
活
用
し
、地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

味
夢
の
里
の
役
割

交
流
拠
点

　

丹
波
自
然
運
動
公
園
な
ど
の
周
辺
環

境
を
生
か
し
、自
然
や
歴
史
、地
域
の

人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
め
る
施
設

と
し
ま
す
。

情
報
発
信
拠
点

　

通
行
す
る
人
に「
食
」・「
文
化
」・「
観

光
」な
ど
の
町
の
魅
力
を
集
約
し
て
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

　

施
設
利
用
を
き
っ
か
け
に
、通
行
者

を
町
内
各
所
へ
直
接
的
な
誘
導
を
図
り

ま
す
。

お
い
し
さ
の
拠
点

　

農
産
物
・
特
産
品
の
販
売
、飲
食
施
設

な
ど
京
都
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
の
お
い
し
さ
を

楽
し
み
、そ
の
価
値
を
一
層
高
め
ま
す
。
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アナウンスの練習をする松下さん（道の駅「京丹波　味夢の里」・曽根）

出荷者協議会であいさつする同協議会の上田秀男会長
（町中央公民館・蒲生）

道の駅「京丹波 味夢の里」オープンへ特集

ま
ち
の
総
合
案
内
所

「
京
丹
波 

味
夢
の
里
」

京
丹
波
町
の「
交
流
」「
情
報
発
信
」「
お

い
し
さ
」の
拠
点
と
な
る
道
の
駅「
京
丹
波 

味
夢
の
里
」。こ
こ
は
、町
外
か
ら
訪
れ
た

人
た
ち
が
、こ
の
施
設
で
食
、観
光
、人
な

ど
、ま
ち
の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
、さ
ら
に

京
丹
波
町
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
振
興
拠
点
施
設
で
京
丹
波

町
の
案
内
な
ど
を
行
う
の
が
、施
設
内
の

「
京
丹
波
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
働
く
三
人
の

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」で
す
。

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
は
、古
く
は
建
物
の

門
番
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
、十
九
世
紀

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、ホ
テ
ル
の
鍵
の
管
理

係
で
も
あ
り
ま
し
た
。最
近
で
は
、ホ
テ

ル
で
宿
泊
客
の
あ
ら
ゆ
る
要
望
や
案
内

な
ど
に
対
応
す
る「
総
合
的
世
話
係
」と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
職
種
で
す
が
、「
究

極
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
」と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
一
人
が
松ま

つ

下し
た

智

恵え

さ
ん（
長
瀬
）で
す
。

松
下
さ
ん
は
、コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な
る

前
は
、町
外
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、家

族
の
勧
め
も
あ
り
味
夢
の
里
の
ス
タ
ッ
フ

に
応
募
し
ま
し
た
。

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」と
い
う
仕
事
に
つ

い
て
松
下
さ
ん
は「
最
初
は
全
く
イ
メ
ー

ジ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。自
分
に
で
き
る

の
か
不
安
で
し
た
」と
話
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
を
約
一
ヵ
月
後
に
控
え
た
六

月
三
日
、こ
の
日
は
町
内
の
団
体
に
施
設

の
案
内
を
し
た
と
い
う
松
下
さ
ん
。オ
ー

プ
ン
ま
で
施
設
見
学
の
予
定
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、施
設
案
内
の
ほ
か
に
も
館
内
に

置
く
近
隣
観
光
施
設
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
収

集
や
オ
ー
プ
ン
後
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
町
内
各
地
へ
の
移
動
時
間
の

把
握
、管
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
練
習
な
ど
、

多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
ま
だ
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
と
い
う
松
下
さ
ん
は
、休
日
に
は

町
内
を
巡
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

オ
ー
プ
ン
後
に
京
丹
波
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

町
内
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
と
き
に
渡
す
ハ

ン
ド
マ
ッ
プ
を
作
る
予
定
で
す
。こ
の
ハ
ン

ド
マ
ッ
プ
に
は
、三
人
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

で
町
内
を
回
り
、自
分
た
ち
が
感
じ
た
こ

と
を
載
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し

「
通
過
の
ま
ち
」に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
声
も
聞
か
れ
る
京
丹
波
町
。松
下
さ

ん
は「
目
的
地
が
京
丹
波
町
で
な
く
て
も
、

休
憩
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
に
京

丹
波
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、次
の
機
会
に

は
、京
丹
波
町
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
た
い
」と
、オ
ー
プ
ン
後
へ
の
思
い
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

生
産
者
も

オ
ー
プ
ン
に
向
け
準
備

　

七
月
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
着

実
に
準
備
が
進
む
味
夢
の
里
。施
設
の
準

備
と
並
行
し
て「
京
丹
波
マ
ル
シ
ェ（
特
産

物
販
売
施
設
）」な
ど
に
出
荷
す
る
出
荷

者
協
議
会
も
訪
れ
る
人
た
ち
を
出
迎
え
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

五
月
二
十
四
日
に
は
、町
中
央
公
民
館

で
同
協
議
会
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、平
成
二
十
六
年
度
の
事
業

お
よ
び
決
算
が
報
告
さ
れ
た
後
、平
成
二

七
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、百
二
十
人
が
加
入
す
る
出
荷

者
協
議
会
。総
会
で
は
こ
の
ほ
か
、オ
ー

プ
ン
後
の
イ
ベ
ン
ト
計
画
の
確
認
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

 

京都縦貫自動車道全線開通記念
道の駅「京丹波 味夢の里」プレオープンイベント

京都丹波 食の祭典

京都丹波
ハイウェイウォークチャレンジ・デー

皆
さ
ん

ご
参
加
く
だ
さ
い

ち

道の駅「京丹波　味夢の里」～須知川橋まで（約2.5キロ）のハイウェイウォーク
※申込方法など、詳しくは町ホームページなどをご確認ください。

7月12日㊐ 午前10時～午後4時
道の駅「京丹波 味夢の里」

7月13日㊊・14日㊋
［第1回］ 午前10時30分～ ［第2回］午後0時30分～ ［第3回］午後2時～　

道の駅「京丹波 味夢の里」周辺

問い合わせ　京丹波町商工観光課 ☎82―3809

【問】　京丹波町商工観光課 ☎82―3809

日時

場所

日時

場所

内容

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

  

ま
つ   

し
た     

ち     

え

松
下
智
恵
さ
ん

道の駅「京丹波味夢の里」
のプレオープン

京丹波マルシェ、フードコート、
レストランがプレ営業。朝市も開催

亀岡、南丹、京丹波の
こだわりの逸品・店
総勢40店舗（予定）が

出店

全国で活動する5人組バンド
「こゆみこ」による

京丹波町イメージソング
『あさつゆ』完成記念ライブ

（午前11時～）

丹波ひかり小学校を会場に、
熱気球に乗って空から

「京丹波 味夢の里」を見ることができる
京丹波バルーン
トライアル（午前6時～）

京都府主催
3,000人の

ハイウェイフリーウォーク
（午前9時30分～）

イベント内容
※詳しくは、

町ホームページ等をご確認ください。

京都縦貫自動車道全線開通記念イベント
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京丹波町高齢者福祉計画及び
第６期介護保険事業計画

共に支えあう社会へ

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、平
成
二
十
九
年
度
ま
で

の
三
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る「
京
丹
波
町
高

齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
六
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。計
画
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

計
画
の
策
定
経
過

　

介
護
保
険
制
度
が
平
成
十
二
年
に
始
ま
っ
て

十
五
年
。現
在
で
は
、サ
ー
ビ
ス
利
用
者
も
増
加

し
、高
齢
者
を
支
え
る
制
度
と
し
て
定
着
し
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、全
国
的
に
高
齢
化
は
進
み
、平
成
二

十
五
年
に
は
国
民
の
四
分
の
一
が
高
齢
者
と
な

り
ま
し
た
。本
町
は
、人
口
減
少
と
と
も
に
高
齢

化
が
さ
ら
に
進
み
、平
成
二
十
六
年
十
月
現
在

で
三
七
・
三
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
福
祉
計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画

は
、高
齢
化
社
会
を
支
え
る
基
本
指
針
と
し
て
、

平
成
十
二
年
度
か
ら
三
年
ご
と
に
見
直
し
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、町
で
は
、平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の

三
年
間
を
第
六
期
と
し
て
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、平
成
二
十
六
年
六
月
十
日
に
第
一
回
策

定
委
員
会
を
開
催
し
、委
員
十
八
人
を
委
嘱
。

全
六
回
の
会
議
を
重
ね
て
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

第
六
期
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

　

策
定
し
た
第
六
期
計
画
で
は
、大
き
く
次
の

二
点
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

認
定
区
分
が
要
支
援
の
方
の

訪
問
介
護
・
通
所
介
護
を

地
域
支
援
事
業
へ
移
行

　

制
度
改
正
に
よ
り
、要
支
援
の
方
の
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
は
、今
年
度
か
ら
平
成
二
十
九

年
度
ま
で
の
間
に
地
域
支
援
事
業（
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）へ
移
行
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。本
町
で
は
、平
成
二
十
八
年
度

後
半
か
ら
徐
々
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

認
知
症
施
策
や

権
利
擁
護
の
推
進

　

国
の
認
知
症
施
策
総
合
推
進
戦
略（
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
）に
基
づ
い
て
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
な
ど
、認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
、本
人
や
家
族
の
支
援
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
か
ら
実
施
し
て
い
る
脳
ト

レ
・
筋
ト
レ
教
室
の
実
施
、認
知
症
等
徘
徊
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

みんなで支える“輝く生涯”
あたたかな心でつくる安心・健康・いきいき 京丹波

出典：地域包括ケア研究会報告書

地区公民館などで行われる筋トレ教室。継続して実施します（西河内集落センター・西河内）

町
で
は
、第
五
期
計
画
で「
み
ん
な
で
支
え
る

”輝
く
生
涯
“あ
た
た
か
な
心
で
つ
く
る
安
心
・
健

康
・
い
き
い
き　

京
丹
波
」の
実
現
に
向
け
て
計

画
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

第
六
期
に
つ
い
て
も
こ
の
理
念
を
継
承
し
、

「
保
健
・
予
防
」「
医
療
・
看
護
」「
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」「
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」「
す

ま
い
と
す
ま
い
方
」を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

基
本
目
標
お
よ
び
施
策
体
系

策
定
し
た
計
画
で
は
、基
本
理
念
の
も
と
五
つ

の
目
標
を
掲
げ
、目
標
実
現
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ

次
の
と
お
り
主
要
施
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

　

こ
の
計
画
は
、町
の
高
齢
者
に
関
す
る
総
合

的
な
計
画
で
す
。こ
の
た
め
、行
政
だ
け
で
な
く

保
健
・
福
祉
・
医
療
・
介
護
・
防
災
な
ど
の
各
機

関
と
の
連
携
は
、欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

町
の
関
係
部
署
は
も
と
よ
り
、町
民
の
皆
さ
ん

や
関
係
団
体
に
計
画
の
趣
旨
や
内
容
の
周
知

を
図
り
、協
力
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、町
で
は
、計
画
に
基
づ
く
施
策
の
推
進

に
あ
た
り
、保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
総
合

的
な
視
点
で
推
進
状
況
を
評
価
・
確
認
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進

【
主
要
施
策
】

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
）

・
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
の
体
制
づ
く
り

健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
・

生
活
支
援
の
充
実

【
主
要
施
策
】

・
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
介
護
予
防
の
充
実

・
生
き
が
い
づ
く
り
活
動
の
推
進

・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

認
知
症
施
策
と
高
齢
者
の

権
利
擁
護
の
推
進

【
主
要
施
策
】

・
認
知
症
施
策
の
推
進

・
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
推
進

医
療
と
の
連
携
や
住
ま
い
の

基
盤
整
備

【
主
要
施
策
】

・
医
療
・
福
祉
・
介
護
連
携
体
制
の
整
備

・
高
齢
者
の
住
ま
い
の
確
保

・
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の

基
盤
整
備
と
質
的
向
上

【
主
要
施
策
】

・
介
護
保
険
制
度
の
概
要

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
見
込
み

・
地
域
支
援
事
業
の
充
実

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
適
正
化

・
介
護
保
険
給
付
費
総
額
の
推
計

  

お
よ
び
保
険
料
の
設
定

・
介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
の
諸
施
策

基
本
目
標

基 本 理 念

12

345

昨年度の健診の様子。今年度も各地区で開
催します（山村開発センターみずほ・大朴）
 

1

2

計画策定に向け審議する策定委員会の様子（瑞穂保健福祉センター・和田）

は
い 

か
い

道の駅「京丹波　味夢の里」～須知川橋まで（約2.5キロ）のハイウェイウォーク
※申込方法など、詳しくは町ホームページなどをご確認ください。

地域包括ケアシステムにおける5つの「構成要素」



行政information

　社会保障・税番号制度（以下、「マイナンバー制度」）とは、社会保障と税の各制度における行政手続きや災害対策
（被災者台帳の作成など）の場面で効率化を図り、国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実現する社会基盤です。
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社会保障・税番号制度
（マイナンバー制度）が始まり ます

　　マイナンバー制度について

1　公平・公正な社会の実現
所得や他の行政サービスの受給状況が把握しやすく

なり、不当・不正な受給防止を図ることができ、本当に

困っている方にきめ細やかな支援を受けてもらえるよう

になります。

2　国民の利便性の向上
さまざまな申請などの手続きに必要な添付書類の削

減ができ、行政手続きを行う上で負担が軽減されます。ま

た、インターネットにより行政機関が持っている自分の情

報を確認することができたり、行政サービスのお知らせ

を受け取ったりできます。

3　行政の効率化
行政機関内でのさまざまな情報の照合・転記・入力の

効率化が図られ、複数業務間での連携が可能となること

から、確認作業の重複などの無駄が削減されます。

　　マイナンバー制度の導入にあたり

1　通知カード
●いつから：平成27年10月から順次お届けします。

●どんな方法で：町が個人番号カードの作成を依頼する

地方公共団体情報システム機構（J-LIS）から、住民票があ

る住所地へ郵便（簡易書留）によりお届けします。来庁の

必要はありません。

住民票を有する全ての住民の皆さんに、12桁の1人1つ

の個人番号（以下「マイナンバー」）をお知らせするもので

す。通知カードには、個人番号カード交付申請書が同封さ

れます。マイナンバーは、特別な事情がない限り一生使う

ものです。

２　個人番号カード
●いつから：平成28年1月からカードの交付を開始します。

●交付方法は：個人番号カードの発行を希望される方は

通知カードに同封される返信用封筒でJ-LISへ申請いた

だきます。カードの交付は京丹波町から行います。

表面には顔写真、住所、氏名、生年月日および性別が、

裏面には個人番号、住所および氏名が記載されます。ま

た、カードには利用する場合に必要な情報が入ったIC

チップが埋め込まれています。

ただし、所得情報などのプライバシー性の高い個人情

報は記録されません。

個人番号カードは、本人確認のための身分証明書とし

ても利用できます。

【日本語窓口】
☎0570－20－0178

【外国語窓口】
☎0570－20－0291

3　マイナンバーの利用
平成28年1月以降、順次、社会保障・税・災害対策の行

政手続でマイナンバーを利用します。しかし、社会保障・

税・災害対策の中でも、法律や自治体の条例で定められ

た行政手続き以外にはマイナンバーを利用しません。

※ 利用例
●毎年6月の児童手当の現況届の際に市区町村に
提示します。
●厚生年金の裁定請求の際に年金事務所に提示
します。
● 確定申告書や住民税申告書などに記載します。
● 勤務先に提示して、源泉徴収票等に記載します。
● 被災者台帳の作成事務に利用します。

４　注意してください！
マイナンバーは、社会保障・税・災害対策の手続きのた

め、国や地方公共団体、勤務先、金融機関、年金・医療保

険者などに提供するものです。むやみに他人に提供しな

いでください。また、次のことをすると、法律により処罰

（懲役や罰金）の対象になります。

① 他人のマイナンバーを不正に入手すること

② 他人のマイナンバーを取り扱う者がマイナンバーや個

人の秘密が記録された個人情報ファイルを不当に提

供（漏えい）すること

５　マイナンバーには保護措置を行います
マイナンバーを安心・安全にご利用いただけるように

制度面とシステム面で保護措置を行います。

❶ 制度面の保護措置
法律に規定のあるものを除き、マイナンバーを含む個

人情報の収集や保管は禁止しています。また、特定個人

情報保護委員会という第三者機関において、マイナン

バーが適切に管理されているか監視・監督をします。

❷ システム面の保護措置
個人情報は一元管理しません。今までどおり、年金の情

報は年金事務所で、税の情報は税務署というように分散

して管理します。また、行政機関の間で情報のやりとりを

するときも、マイナンバーを直接使わず、システムを使用

できる人を制限し、通信する場合は暗号化を行います。

６　自分の個人情報の動きが確認できます
平成29年1月からマイナポータル（情報提供等記録開

示システム）が稼動する予定で、マイナンバーを含む自

分の個人情報をいつ・誰が・なぜやりとりしたか確認で

きます。

マイナンバーに関してのインター
ネットホームページとコールセン
ターが開設されています
詳しくは、下記ホームページなどをご覧ください。

　マイナンバー特集ページ

政府広報オンラインページ内

URL：http://www.gov-online.go.jp/tokusyu/
mynumber/index.html

　解説ページ

内閣官房ホームページ内

URL：http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
gaiyou.html

　コールセンター
平成26年10月1日から開設されています。
開設時間は、平日のみ午前9時30分～午後5時30分
（土日祝日・年末年始は営業していません）
※平成27年10月から平成28年3月までは午後8時まで延
長します。
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のこぎりで枝を切る参加者

参加者が見守る中行わ
れる間伐作業

あそぶ！みる！　
たべる！まなぶ！

和
知
診
療
所
で
は
、訪
問
診
察
を
火
曜
の
午
後
に

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、訪
問
看
護
に
つ
い
て
も
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
８
４
―
１
１
１
２

お
知
ら
せ

春
か
ら
夏
に
か
け
て
ム
カ
デ
に
咬か

ま
れ
て
来
院
す
る
患

者
さ
ん
が
急
増
し
ま
す
。玄
関
で
靴
を
履
い
た
と
き
や
農
作

業
を
し
よ
う
と
軍
手
を
は
め
た
と
き
に
、中
に
潜
ん
で
い
た

ム
カ
デ
に
足
先
や
指
先
を
咬
ま
れ
た
と
か
、寝
て
い
る
と
き

に
痛
み
が
走
り
驚
い
て
明
か
り
を
つ
け
た
ら
、ム
カ
デ
が
布

団
の
上
を
は
っ
て
い
た
と
か
、田
舎
で
は
よ
く
あ
る
出
来
事

で
す
。

あ
る
殺
虫
剤
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は「
ム
カ
デ
に
咬

ま
れ
た
ら
直
ち
に
ア
ゴ
を
引
き
離
し
、ム
カ
デ
の
頭
を
叩
き

つ
ぶ
す
。咬
み
あ
と
か
ら
毒
を
で
き
る
だ
け
ね
ば
り
強
く
時

間
を
か
け
て
絞
り
出
す
こ
と
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
。そ
の
場

で
ム
カ
デ
を
退
治
す
る
こ
と
は
さ
て
お
き
、傷
口
を
水
で
洗

い
流
し
毒
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
患
部
周
辺
を
冷
や
し
、抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
や
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
入
っ
て
い
る
軟
膏
を
塗

る
の
が
一
般
的
な
治
療
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
最
近
は
、ム
カ
デ
咬
傷
に
対
す
る「
温
熱
療
法
」が

一
部
の
医
療
機
関
で
実
践
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。ム
カ
デ
の
毒

は
激
し
い
炎
症
を
起
こ
す
酵
素
の
ほ
か
、ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
や

ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
含
ま
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
は
タ
ン
パ
ク
質
で
構

成
さ
れ
て
い
る
の
で
四
十
二
度
以
上
の
熱
に
よ
り
変
性
し
や

す
い
の
で
す
。そ
し
て
、ム
カ
デ
咬
傷
の
場
合
、ご
く
浅
い
皮
膚

表
面
の
傷
か
ら
毒
が
入
る
の
で
、四
十
二
度
以
上
、で
き
れ
ば

四
十
五
度
前
後
の
熱
め
の
シ
ャ
ワ
ー
を
か
け
て
流
す
と
毒
が

広
が
る
の
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

ム
カ
デ
は
、人
命
に
か
か
わ
る
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

日
本
で
は
ム
カ
デ
の
咬
傷
に
よ
り
死
亡
し
た
例
は
報
告
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、何
度
も
咬
ま
れ
る
と
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
、海
外
で
は
死
亡

例
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。咬
ま
れ
た
場
合
に
は
、速
や
か
に

医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

庄林  智 先生（和知診療所）

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術 第94回

「ムカデ咬傷」

所長

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
す
。今
回
の
担
当
は
、国
保
京
丹
波
町
病
院
和
知
診
療
所
の
庄
林
智
所
長
。最
近
、ム
カ
デ
に
咬
ま
れ

た
と
き
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
治
療
法
に
関
す
る
お
話
で
す
。

しょうばやし さとし

こう しょう

こ
ど
も
の
日
の
五
月
五
日
、「
ウ
ィ
ー
ド
の

森
」
と
し
て
整
備
の
取
り
組
み
が
進
む
須
知
高

校
の
学
校
林
な
ど
で
、「
森
の
京
都

　森
の
遊

び
・
学
び
・
恵
み
」
体
験
活
動
と
し
て
森
の
ぶ

る
ぶ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
町
内
外
か
ら
三
十
三
人
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
の
全
国
高
校
生
観

光
甲
子
園
で
須
知
高
校
生
が
提
案
し
た
「
京
都

丹
波
・
水
紀
行
」
を
モ
デ
ル
に
、
須
知
高
校
学

校
林
の
活
用
に
向
け
た
整
備
を
進
め
る

「
ウ
ィ
ー
ド
の
森
」
の
会
や
須
知
高
校
、
林
業

大
学
校
が
企
画
し
ま
し
た
。

　森
の
遊
び

イ
ベ
ン
ト
の
最
初
に
行
わ
れ
た
ウ
ィ
ー
ド
の
森

で
の
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
作
業
の
見
学
と
鋸
引
き
体
験

で
は
、林
業
大
学
校
の
木き

村む
ら

祐ゆ
う

一い
ち

副
主
査
か
ら
森

に
関
す
る
話
が
行
わ
れ
た
後
、参
加
者
ら
が
見
守

る
中
、林
業
大
学
校
の
長な

が

井い

種た
ね

之ゆ
き

教
授
が
、チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
で
樹
齢
七
十
年
に
な
る
ヒ
ノ
キ
を
切

り
倒
し
ま
し
た
。

間
伐
作
業
後
、子
ど
も
た
ち
は
、切
り
倒
し
た

木
の
枝
を
の
こ
ぎ
り
で
切
る
鋸
引
き
体
験
を
楽
し

み
ま
し
た
。

鋸
引
き
体
験
を
し
た
深ふ

か

見み

美よ
し

博ひ
ろ

君（
京
都
市
）

は
、今
ま
で
に
父
親
と
木
を
切
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
と
し
な
が
ら「
切
り
や
す
か
っ
た
。す
ご
く

良
い
に
お
い
が
し
ま
し
た
」と
、切
っ
た
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、参
加
者
ら
は
、ヒ
ノ
キ
の
年
輪
を
使

っ
た
家
族
の
年
表
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　森
の
学
び・恵
み

イ
ベ
ン
ト
で
は
こ
の
ほ
か
、「
ウ
ィ
ー
ド
の
森
」の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、須
知
高
校
の
石
窯
を
使
っ
た
ピ

ザ
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
は
、町
の
松ま

つ

本も
と

和か
ず

久ひ
さ

特
別
参

与
が
ウ
ィ
ー
ド
の
森
を
案
内
。森
の
名
前
の
由
来

と
な
っ
た
須
知
高
校
の
前
身
、京
都
府
農
牧
学
校

の
主
任
教
員
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
オ
ー
ス
チ
ン
・
ウ
ィ
ー

ド
氏
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、ウ
ィ
ー
ド
氏
が
植

え
て
い
た
と
さ
れ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
の
植
樹
な

ど
、会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
中
に
は
、植
樹
し
た
木
の
周
辺
に
自

生
し
て
い
る
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
を
発
見
。参
加
者

ら
は
、ウ
ィ
ー
ド
氏
が
植
え
た
木
の
子
孫
か
も

し
れ
な
い
幼
木
を
興
味
津
々
な
様
子
で
見
て
い

ま
し
た
。

年輪のコ
ピーを使

って

年表を作
る親子

須知高校生の指導を受けピザづくりに挑戦する子どもたち ウィードの森の説明を聞く参加者

森
　

ぶ
　
る
　ぶ　

の
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■
京
都
府
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者
認
定

　

町
の
石い

し

橋ば
し

裕ひ
ろ
し

さ
ん（
雅
号「
石い

し

橋ば
し

裕

史し

」さ
ん
。実
勢
）が
こ
の
ほ
ど
、京
都

府
の
指
定
無
形
文
化
財「
陶
芸
」の
保

持
者
に
認
定
さ
れ
、五
月
十
四
日
、京

都
府
公
館（
京
都
市
）で
認
定
書
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
式
に
は
、石
橋
さ
ん
と
妻
の
久
子

さ
ん
が
出
席
。京
都
府
教
育
委
員
会

の
小お

田だ

垣が
き

勉つ
と
む

教
育
長
か
ら
、石
橋
さ

ん
に
認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
認
定
を
受
け
石
橋
さ
ん
は

「「（
認
定
を
）心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

今
、文
化
に
と
っ
て
厳
し
い
時
代
と
感

じ
て
い
ま
す
。後
に
続
く
人
に
作
品
を

通
じ
て
夢
と
憧
れ
が
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
、全
身
全
霊
を
か
け
て
作
品
を

作
っ
て
い
き
た
い
」と
、受
賞
の
喜
び
と

今
後
の
作
品
の
制
作
に
か
け
る
思
い

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

石
橋
さ
ん
は
、東
京
都
出
身
で
、昭

和
五
十
九
年
に
京
丹
波
町（
当
時
の
丹

波
町
）に
窯
を
構
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
橋
さ
ん
の
作
品
は
、釉ゆ

う

薬や
く

を
塗
っ

て
焼
き
上
が
っ
た
器
の
表
面
の
圧
縮
空

気
と
と
も
に
砂
を
吹
き
付
け
る「
サ
ン

ド
ブ
ラ
ス
ト
」に
よ
り
削
る「
彩さ

い

刻こ
く

磁じ

」

と
い
う
独
自
の
技
法
に
よ
り
作
り
上

げ
る
も
の
で
す
。

石
橋
さ
ん
の
作
品
は
、日
本
伝
統
工

芸
展
に
お
い
て
、平
成
十
三
年（
第
四
十

八
回
）に
日
本
工
芸
会
奨
励
賞
、平
成

二
十
二
年（
第
五
十
七
回
）に
文
部
科

学
大
臣
賞
、平
成
二
十
六
年（
第
六
十

一
回
）で
日
本
工
芸
会
奨
励
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

現
在
、府
指
定
無
形
文
化
財
保
持

者
は
石
橋
さ
ん
を
含
め
十
四
人
。町

内
で
は
初
の
認
定
と
な
り
ま
す
。

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お

寺尾町長から感謝状を受け取る片山さん
（役場町長室・蒲生）
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■
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
ゴ
ル
フ
場
に
ナ
イ
タ
ー
設
備

　

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
内
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
に
こ
の
ほ
ど
、ナ
イ

タ
ー
設
備
を
設
置
し
、五
月
一
日
に
点

灯
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
設
備
は
、平
成
二
十
五
年
九

月
に
本
町
を
襲
っ
た
台
風
十
八
号
に

よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
、昨
年
度

に
廃
止
し
た
わ
ち「
水
と
陸
」自
然
双

生
運
動
公
園
内
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か

ら
移
設
し
た
も
の
で
す
。

　

式
典
で
は
、グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず

ほ
株
式
会
社
の
畠は

た
け

中な
か

源げ
ん

一い
ち

社
長
が
、今

回
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
設
置
と
と
も

に
四
月
に
完
成
し
た
人
工
芝
ホ
ッ

ケ
ー
場
の
改
修
な
ど
に
触
れ「
周
辺

に
同
様
の
施
設
が
で
き
、魅
力
が
薄

れ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
り
、オ
ン

リ
ー
ワ
ン
的
要
素
を
取
り
入
れ
て
き

ま
し
た
。（
ナ
イ
タ
ー
設
備
に
よ
り
）

仕
事
の
あ
と
や
夏
場
の
暑
さ
を
避
け

て
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、早
速
多
く
の
人
が

照
明
に
照
ら
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

で
も
プ
レ
ー
可
能
に

夜

■
ち
び
っ
こ
ま
つ
り

　

こ
ど
も
の
日
の
五
月
五
日
、丹
波
自
然

運
動
公
園
内
の
こ
ど
も
の
広
場
で
恒
例

の
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
、町
内
を
は
じ
め
京
阪
神

な
ど
か
ら
二
万
六
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、府
立
工
業
高
校
機

械
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
科
の
生
徒
が
製
作
し

た
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
な
ど
の
乗
り
物
を

は
じ
め
、ジ
ャ
ブ
池
で
の
金
魚
の
つ
か
み

ど
り
、警
察
・
消
防
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

設
け
ら
れ
、訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
子
ど
も
た

ち
の
祭
典
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、会
場
内
で
は
、南
丹
・
船

井
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ
る
お

楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
も
行
わ
れ
、子
ど
も

た
ち
は
、コ
マ
な
ど
の
懐
か
し
い
遊
び
の

ほ
か
、フ
リ
ス
ビ
ー
や
こ
い
の
ぼ
り
作
り

な
ど
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
満
喫

ア
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
熱
戦

新

■
ふ
る
さ
と
納
税
者
に
感
謝
状

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金（
ふ
る
さ

と
納
税
）制
度
に
よ
り
、平
成
二
十

六
年
度
中
に
高
額
の
寄
付
を
い
た
だ

い
た
町
内
出
身
の
片か

た

山や
ま

山や
ま

治じ

さ
ん（
神

戸
市
）に
対
し
、四
月
二
十
一
日
、役

場
町
長
室
で
寺て

ら

尾お

豊と
よ

爾じ

町
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

片
山
さ
ん
は
、平
成
二
十
六
年
四
月

か
ら
ほ
ぼ
毎
月
町
に
寄
付
。こ
の
寄
付

額
が
、年
度
内
に
百
万
円
に
達
し
た
こ

と
か
ら
、今
回
、町
で
は
、多
額
の
寄
付

に
感
謝
し
、贈
呈
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
片
山
さ
ん

は「
知
り
合
い
か
ら『
町
が
が
ん
ば
っ

て
い
る
』と
聞
き
、寄
付
を
始
め
ま
し

た
。町
の
活
性
化
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」と
、寄
付
に
込
め
た
思
い
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご

認定書を受け取る石橋さん（京都府公館・京都市）

石橋さんの作品『彩刻磁 大鉢』

照明が点灯したコースでプレーする人たち
（グリーンランドみずほグラウンド・ゴルフ場・大朴） 競り合いながらゴールを目指す子どもたち

ゴールを守りきり、攻め上がる選手

府立工業高校の生徒が作った乗り物を楽しむ子どもたち
（丹波自然運動公園・曽根）

■
ホ
ッ
ケ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

四
月
二
十
六
日
と
二
十
九
日
に
、

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
ホ
ッ
ケ
ー

場
で
第
十
回
ホ
ッ
ケ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。町
内
外
か
ら

参
加
し
た
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の

参
加
者
が
、ホ
ッ
ケ
ー
を
通
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、ホ
ッ

ケ
ー
場
の
人
工
芝
を
張
り
替
え
た
こ

と
か
ら
、
全
て
の
試
合
を
人
工
芝

ホ
ッ
ケ
ー
場
で
開
催
。二
日
に
分
け

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、太
陽
の
光
を
受
け
た

色
鮮
や
か
な
緑
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、勝

利
を
目
指
し
て
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

部
門
ご
と
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の

と
お
り
で
す
。

  

小
学
男
子
の
部

篠
山
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
Ａ

（
兵
庫
県
）

  

小
学
女
子
の
部

瑞
穂
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
京
丹
波
町
）

  

中
学
男
子
の
部

朝
日
中
学
校（
福
井
県
）

  

中
学
女
子
の
部

朝
日
中
学
校（
福
井
県
）

  

一
般
男
子
の
部

篠
山
Ｂ
Ｂ
＋（
兵
庫
県
）

  

一
般
女
子
の
部

Ｓ
ｕ
ｎ
ｎ
ｙ
‘Ｓ（
奈
良
県
）

ゆ
う

ひ
さ
こ
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■
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　

全
国
の
都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど

が
加
入
す
る
日
本
広
報
協
会
主
催

の
平
成
二
十
七
年
度
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、町
情
報
セ
ン

タ
ー
が
制
作
し
た
子
育
て
家
族
に
密

着
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

「
家
族
の
愛
で　

は
ぐ
く
む
命
」が
、

映
像
の
部
で
入
選
し
ま
し
た
。

　

こ
の
番
組
は
、井
尻
在
住
の
岡お

か

本

伸し
ん

二じ

さ
ん
・
さ
や
か
さ
ん
夫
婦
に
密

着
し
、長
男
龍り

ゅ
う
之の

介す
け

君
の
子
育
て
と

夫
婦
が
授
か
っ
た
新
た
な
命
の
誕
生

に
夫
婦
二
人
三
脚
で
向
き
合
う
姿

を
描
く
こ
と
で
、子
育
て
の
素
晴
ら

し
さ
と
大
切
な
命
を
育
む
こ
と
の
意

味
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
で
三
年
連
続
入
選

以
上
と
い
う
結
果
を
受
け
、町
情
報

セ
ン
タ
ー
で
は
、今
回
の
受
賞
を
励

み
と
し
て
、今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
を
密
に
し
た
番
組
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

義援金などの受付状況
東日本大震災への支援と

して取り組んでいる「義援金」
と、友好町・福島県双葉町へ
の「復興支援募金」の受付状
況をお知らせします。

  受付金額
義援金 9,299,567円

復興支援募金 6,571,598円

＊平成27年5月31日現在

わたしたちの町

6月1日現在／（　）は前月比

人　 口
15，371（－18）

男
7，275（－1）

女
8，096（－17）
世帯数

6,399（＋5）
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■
あ
っ
ぱ
れ
た
ん
ぼ
田
植
え
イ
ベ
ン
ト

　

丹
波
自
然
運
動
公
園
近
く
の
水
田

で
五
月
三
十
一
日
、六
種
類
の
稲
を
使
っ

て
田
ん
ぼ
に
絵
を
描
く
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

「
あ
っ
ぱ
れ
た
ん
ぼ
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
七
年
目
を
迎
え
る
イ
ベ
ン

ト
に
は
、京
阪
神
な
ど
か
ら
二
百
四
十

四
人
の
親
子
な
ど
が
参
加
。参
加
者
ら

は
、事
前
に
田
ん
ぼ
に
打
た
れ
た
杭
と

ロ
ー
プ
を
目
印
に
、泥
に
足
を
と
ら
れ

な
が
ら
も
田
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知

り
、二
家
族
で
参
加
し
た
と
い
う
桝ま

す

田

知と
も

秀ひ
で

さ
ん（
神
戸
市
）は「
初
め
て
田
植

え
を
し
ま
し
た
が
、す
ご
く
大
変
で
し

た
。で
も
、み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な

が
ら
す
る
の
で
楽
し
い
で
す
ね
」と
、初

め
て
の
田
植
え
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

植
え
つ
け
ら
れ
た
田
ん
ぼ
は
、秋

に
は
豊
か
な
実
り
と
と
も
に
、二
ひ

き
の
カ
エ
ル
が
熱
気
球
に
乗
っ
て
未

来
へ
飛
び
立
つ
姿
が
描
き
出
さ
れ
る

予
定
で
す
。

植
え
で
描
く
自
然
の
芸
術

手
年
連
続
受
賞

三

自転車と車の事故の再現を見学する生徒（蒲生野中・蒲生）

栄養について話す上林栄養士（町中央公民館・蒲生）

一株ずつ苗を手植えする参加者（曽根）

受賞した子育て番組 苗を手植えする早乙女たち（下山）

■
自
転
車
交
通
安
全
教
室

　

平
成
二
十
七
年
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
最
終
日
の
五
月
二
十
日
、

蒲
生
野
中
学
校
で
Ｊ
Ａ
共
済
連
京

都
や
京
都
府
警
察
に
よ
る
自
転
車

交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
、ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
実

際
の
交
通
事
故
場
面
を
再
現
す
る
こ

と
で
、危
険
性
を
体
験
す
る「
ス
ケ

ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト
教
育
技
法
」に

よ
り
、交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
順

守
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ト
マ
ン
ら
は
、自
転
車
で
の

二
人
乗
り
や
傘
差
し
運
転
、蛇
行
運

転
な
ど
に
よ
る
事
故
を
再
現
、実
際

に
自
動
車
と
衝
突
す
る
場
面
な
ど
で

は
、生
徒
か
ら
驚
く
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

事
故
の
再
現
の
後
、同
校
生
徒
会

長
の
小こ

森も
り

雄ゆ
う

飛ひ

君
は「
事
故
の
恐
ろ

し
さ
、命
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
生
活
し
て
い

き
ま
す
」と
交
通
安
全
宣
言
を
述
べ

ま
し
た
。

転
車
事
故
防
止
へ

自

■
京
都
祇
園
八
坂
神
社
御
田
祭

　

下
山
地
内
に
あ
る
京
都
祇
園
八
坂

神
社
の
神し

ん

饌せ
ん

田で
ん

で
五
月
二
十
四
日
、

御
田
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
礼
で
は
、神
事
の
ほ
か
、祇
園
八

坂
神
社
青
年
部
に
よ
る
獅
子
舞
演
舞
、

丹
波
八
坂
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
太
鼓

演
奏
と
と
も
に
、早
乙
女
に
よ
る
神

饌
田
で
の
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
人
の
早
乙
女
は
、多
く
の
人
が
見

守
る
中
、一
株
ず
つ
て
い
ね
い
に
手
植

え
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
御
田
祭
は
、昭
和
四
十
五
年

か
ら
始
ま
り
、今
年
で
四
十
五
回
目

の
開
催
。祭
礼
で
植
え
つ
け
ら
れ
た

稲
は
、七
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
る

祇
園
祭
で
神み

輿こ
し

の
飾
り
に
使
わ
れ
る

ほ
か
、十
月
中
旬
に
は
刈
り
取
ら
れ
、

刈
り
取
っ
た
稲
の
わ
ら
は
、十
二
月
に

八
坂
神
社
へ
し
め
縄
と
し
て
奉
納
さ

れ
ま
す
。

穀
豊
穣
を
願
い

五

■
高
齢
者
・
障
が
い
者
生
涯
学
習
講
座

　

町
内
の
高
齢
者
と
障
が
い
者
を
対

象
と
し
た
生
涯
学
習
講
座「
い
き
い

き
大
学
」と「
ひ
ま
わ
り
学
園
」の
開

講
式
と
第
一
講
座
が
五
月
十
八
日
、

町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
講
座
合
わ
せ
て
七
十
二
人
が
受
講

し
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
第
一

講
座
で
は
、町
保
健
福
祉
課
の
永な

が

海み

貴た
か

子こ

保
健
師
、三み

田た

杏あ
ん

奈な

保
健
師
、

上か
ん

林ば
や
し

小さ

百ゆ

合り

栄
養
士
が
、健
康
づ
く

り
に
関
す
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

低
栄
養
の
予
防
に
関
し
て
講
演
し

た
上
林
栄
養
士
は
、「
新
型
栄
養
失

調
」と
呼
ば
れ
る
二
十
代
女
性
の
や

せ
が
戦
後
最
悪
と
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
、「
一
日
三
食
き
ち
ん

と
食
べ
る
こ
と
は
、当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、難
し
い
こ
と
で
す
。主
食
、

主
菜
、副
菜
を
揃
え
た
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
」と
健
康
の
た
め
の
食
事
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、講
座
で
は
、ロ
コ
モ（
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
。筋
肉
、

骨
、関
節
、軟
骨
、椎
間
板
が
う
ま
く

働
か
な
く
な
り
、歩
行
や
生
活
に
支

障
を
き
た
す
状
態
）を
予
防
す
る
た

め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
講
座
は
、今
後
、い
き
い
き
大
学

が
五
講
座
、ひ
ま
わ
り
学
園
が
四
講

座
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

康
術
を
学
ぶ

健

だ
も
と
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編
集
後
記

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす

6月に入り、水田の色も稲の成長とともに緑の濃さを増して
きました。これからこの稲が順調に成長し、秋の刈り取りが終
わるころには、京丹波町は合併10周年の節目を迎えます。
さらに、それに先立つ7月には、京都縦貫自動車道の全線開
通と道の駅「京丹波 味夢の里」のオープン、8月にかけては、グ
リーンランドみずほをメーン会場とした全国高校総体ホッ
ケー競技も開催されます。
平成27年は、京丹波町がめまぐるしく動く一年となります。
いまさらですが、きっちり記録していかなければいけないと、
シカの足跡がついた田んぼを回りながら考えています。（Ｔ）

【おわびと訂正】
広報京丹波第114号の11ページ「片山泰敏」さんは「片山靖敏」

さんの誤りでした。おわびして訂正します。

京丹波広
報

人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち 丹波高原文化の郷●京丹波
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2015年6月17日発行

新
緑
の
中

　元
気
に
プ
レ
ー

今回の
料    理

季節の食材を使った
お手軽料理レシピ
季節の食材を使った
お手軽料理レシピ
このコーナーでは、「わたしたちの健康はわたしたちの手で」をスローガンに掲
げ、食生活を通した健康づくりに取り組んでいる食生活改善推進員協議会の皆さ
んに、季節の食材を使って簡単に調理できる料理を紹介していただきます。
今回は、新じゃがいもをごまの香り豊かに仕上げた煮物です。隠し味に白みそを
使いました。冷めてもおいしい減塩料理をお楽しみください。

季節の食材を使った季節の食材を使った季節の食材を使った季節の食材を使った

「新じゃがいも
のごまみそ煮」

第25回

◆新じゃがいも・・・４個（約500g）
◆鶏ひき肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g
◆板こんにゃく・・・・・1/2枚（125g）
◆ニンジン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g
◆新たまねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200g
◆さやいんげん・・・・・・・・・・・・・・・・・・60g
◆ごま油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
◆白すりごま・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ5

■調味料
◆白みそ・・・・・・・・・大さじ1
◆塩・・・・・・・・・・・・小さじ1/2
◆しょうゆ・・・・・・・・小さじ1
◆本みりん・・・・・・大さじ3
◆だし汁
・・・・・・・・・・2カップ（400cc）

①フライパンにごま油を入れ、鶏ひき肉をほぐしながら炒める。
②じゃがいもとニンジンは皮をむいて乱切りにし、玉ねぎは皮
をむいて半月切りにする。こんにゃくは塩もみをして下ゆでを
し、一口大にちぎる。
③さやいんげんは熱湯で軽く茹で、3㎝の長さに切る。
④鍋に調味料を入れ、①②を加えて火にかけ中火で煮る。
⑤野菜に竹串が通り、煮汁がほぼ無くなれば③とすりごまを加
えて軽く混ぜる。

⑥器に盛り付け、上から再度すりごまをかける。

■栄養価（1人分）

■作り方

エネルギー

290kcal

たんぱく質

10.6g

脂質

11.5g

カルシウム

183mg

食物繊維

5.6g

塩分

1.3g

●１日に必要な野菜の量は300～350ｇ。
このメニューでは約90ｇの野菜が取れます。

【材料（４人分）】

POINT！

今年度から新たに京丹波
町食生活改善推進員協議
会役員になられた皆さんで
す。これから2年間、レシピ
作りに協力いただきます。

お世話になります

〈次回は9月号に掲載する予定です〉

道の駅「京丹波 味夢の里」オープンへ特集

●煮る前に鶏ひき肉を炒めることで、
　全体の味を含みやすくなります。
●すりゴマをたくさん使うことでコクが
　感じられ、塩分控えめでもおいしいです。

あじ   む
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